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総合型地域スポーツクラブの現状と課題

一ファイニーズフットボールクラブを通して一

森 康　司

要　　旨

　あらゆる人々に開かれ、かつ地域住民によって運営される「総合型地域スポーツクラブ

（以下、総合型と略記）」の育成が奨励されて二年になる。総合型を育成することによって得

られる社会的効果が数多く指摘されているにもかかわらず、現状では総合型の育成は順調で

はない。総合型の育成が奨励される一方、単一種目型クラブの切り捨てが報告されているが、

本稿では総合型と同じく地域貢献を目的とした単一種目クラブの活動を通して、総合型実現

への課題を浮き彫りにすることを目的とする。

　根本的には、わが国のスポーツを取り巻く文化的・歴史的背景と、総合型の育成が地域住

民のニーズにどの程度フィットしているかが関係していると思われる。総合型の地域への貢

献はスポーツ参加者がより高い利益を得ることによって二次的に発生する効果が期待される。

したがって、総合型を育成することのメリットをを参加者に説くのではなく、参加者のニー

ズ、地域の実情に応じたクラブづくり、そしてさらに新規参加者を開拓できるような魅力的

なクラブづくりが必要であると考える。

キーワード：総合型地域スポーツクラブ、スポーツNPO、コミュニティ

1　はじめに

　これまでの我が国のスポーツは、種目やチームごとに別々に活動することが多く、種目やチー

ムといった「自分たちにとってのスポーツ」が優先され、それ以外の、例えば地域社会におけ

るスポーツ振興や障害者スポーツの推進など、「あらゆる人々にとってのスポーツ」は、行政、

学校、スポーツ関係団体に一任するといった傾向が強かった。

　しかし近年の不況により、企業の運動部は次々と休部・廃部を発表し、学校の運動部では過

剰な練習によるバーンアウト、少子化に伴う部員の減少、専門的な指導者の不足など多くの問

題点が指摘され、スポーツをする環境やシステムを変革する必要性が問われている。そんな中、

学校や会社単位ではなく、例えばJリーグが提唱するような地域スポーツの理念など、地域単
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位のスポーツクラブを提案する声が高まっている。

　文部科学省はモデル事業としてのいくつかの「総合型地域スポーツクラブ」を推進している。

「総合型地域スポーツクラブ」とは、種目やチーム、年代の枠を越えた一つのクラブとして、

子どもから高齢者、障害者も含め、誰もが生涯にわたって継続的にスポーツに親しむことがで

きる仕組みであり、地域住民に開かれた非営利的な組織といった特色を有していると言えるだ

ろう。

　2000年9月に文部科学省によって策定された「スポーツ振興基本計画」の中でも、「成人の

週一一回以上のスポーツ実施率が50％になること」をめざし1）、計画期間の2010年までに「全国

の各市区町村において少なくとも…つは総合型地域スポーツクラブを育成する」といった具体

的な数値目標が示されており、地域住民の責任と負担で運営される総合型地域スポーツクラブ

を創設・育成する動きは、全国的に広がりを見せている2）。

　そうした状況の中、クラブを創設・育成することが、どのような社会的効果をあげ得るもの

かについて検討することは、今後の生涯スポーツ振興のために急務であり、実際にそれに関す

る様々な研究が行われている。本研究では、2001年5月18日に大阪府にNPO法人化が承認さ

れた、「ファイニーズフットボールクラブ」をとりあげ、そこでのスポーツクラブの活動の現

状について概観することを目的とする。調査方法は参与観察（法人門前の1998年4月～）およ

び設立代表者M氏へのヒヤリング調査である。このクラブは単一種目型の企業チームから脱

皮したクラブであり、現在相対的にある程度の成功を収めているクラブである。このような既

存のクラブがどのような問題を抱えており、それを今後どのように解決していこうとしている

のかを検討することによって、単一種目組織がどのようにして地域認識や公共的関心の必要性

を持つに至ったのか、そしてクラブが変容していくにあたっての課題、そして必要な条件を析

出していきたいと考えている。

2　なぜ総合型か

2．1　生涯スポーツ

　総合型地域スポーツクラブの育成が叫ばれる以前に、わが国でも「生涯スポーツ」が奨励さ

れていた。各地方自治体では、例えば「健康づくり、生きがいづくり、仲間づくりなど、生活

の質を高めるもの」（大阪市）3｝、「近年『こころ』の安定と豊かさが求められるようになり、

これからもスポーツを楽しむことの重要性はますます高まっていくでしょう。特に『生涯スポー

ツ』の普及は、生き甲斐のある生活と活力ある社会づくりにとって大きな意義がある」（日体

協）4）というように、急激な社会情勢の変化の中で、スポーツによる余暇時間の有効活用が、

人々に豊かな生活を与え、活力ある地域・社会づくりに大きな意義を持つものとして期待され

ている。確かに脱工業化社会から高度情報化社会へと移行する中で、自由時間の増大や少子高

齢化に伴う国民医療費の高騰、個人的健康だけでなく社会的健康が現代社会に切実に求められ
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る時代である。個人と社会の健康、生き甲斐、QOLを高めるひとつの媒体として、国民誰も

が享受できる生涯スポーツはまさに21世紀に不可欠なものとなりつつある。

　「生涯」には、縦断的・横断的な捉え方が可能である。縦断的とは一生涯という捉え方であ

り、横断的とは一生のうちいつでもという捉え方である。一般的には、生涯のどの時期でもス

ポーツに参加することができ、かつそれが比較的継続されることとして捉えられている。人々

が各自のライフステージにおいて自分に適したスポーツ活動に参加することができ、その効果

を発揮するという視点からある程度の継続性が求められるとする立場である。つまり生涯スポー

ツとは、だれもが生涯の各時期にわたって、それぞれの体力や年齢、目的に応じて、いつでも、

どこでもスポーツに親しむことである。それにより、いわゆる心と体の健全な発達を促し、明

るく豊かで、活力に満ちた生きがいのある生活の実現が期待されていた。

　しかし現実には、生涯スポーツを高齢者のスポーツであるとか、軽スポーツであると考える

人は未だに少なくない。時として「競技スポーツ」を含まないスポーツが、あたかも「生涯ス

ポーツ」であるかのように語られることもあるが、競技スポーツと生涯スポーツは本来別個の

ものではなく、その関わり方の違いでしかない。これは文部省機構政革において、スポーツ課

が競技スポーツ課と生涯スポーツ課に名称を改めたことにより、生涯スポ「ッは競技スポーツ

ではないと言う認識が広まったことが原因とされる‘）。その結果、両者の間に力関係が生じ、

依然として学校あるいは競技スポーツが主流で、生涯スポーツは傍流といった関係を修正する

ことができないできた（黒須1997）。これは日本人のスポーツ観も関係していると考えられる。

日本人が持っているスポーツ観は、学校で教えられるように相手に勝つことや記録を更新する

ことへのこだわりが強く、「競技性」に重点がおかれすぎている。そのため、「楽しむ」という

スポーツの根底にある精神が忘れられている。しかし本来、学校スポーツや競技スポーツは生

涯スポーツの中に位置づけられるべきであり、そうした立場にたってこれからの生涯スポーツ

の振興を考えた場合、従来の学校を中心としたシステムから、地域のスポーツクラブを基盤と

したシステムへと切り替えていくことが自然な流れではないだろうか。

2．2　学校運動部の問題点

　前節で述べたように、わが国のスポーツは主に学校を中心に行われてきた。そのため、地域

に根ざしたクラブ組織の土壌に乏しく、小学校から大学まで分断型であるため、学校を卒業し

てしまうとスポーツに接する機会がめっきり少なくなるという問題を抱え続けている。また、

やりたいスポーツが学校の運動部になければ別のスポーツをせざるを得ず、地域スポーツクラ

ブでは、一校一チーム制のため、大会等には出場できない。さらに、学校運動部は一部のスポー

ツニーズの高い子どもたちにはスポーツをする場所と機会を保証しているが、軽くスポーツを

学校の仲間と学校の体育館などで気軽に楽しみたいというニーズの子どもたちには保証されて

いない。放課後の小中学校のグラウンドを訪ねてみても、学校運動部に所属している生徒がグ

ラウンドを占領している光景がよく見られる。このことは、次第にスポーツする子どもとしな
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い子どもの二極分化を推し進めた61。人々のライフサイクルの一一部に学校が含まれ、地域の中

にいくつかの学校があるといった当然のことが、これまでのわが国のスポーツシステムの中で

は十分に生かされてこなかったことは確かである。これからの生涯スポーツの発展において、

地域に根ざしたスポ～ツクラブの育成、つまり学校という枠を取り外し、地域社会のレベルで

スポーツを展開できるかどうかの選択が重要なポイントとなってくるであろう。

　また、学校週5日制の完全実施に向け、土日の活動を自粛し、平日の活動時間も縮小しよう

といった部活動見直し論が活発になっている。学校週5日制を前に、学校が教育のすべてを担

うのではなく、家庭や地域と分担して推し進めるべきであるといった「学校スリム化」の動き

の中で、心の教育に寄与するものとして複合型スポーツクラブへの期待は高まっており、子ど

ものスポーツもまた再考すべき時期を迎えているといえる。

2．3　少子高齢化

　少子高齢化が加速度的に進行し、我が国は逆ピラミッド型の社会を形成しつつある。このよ

うな人口構成は、肥大化する高齢者層を少ない人数で支えていかねばならないといった不安定

な構造を招き、社会・経済基盤そのものをゆるがす大きな要因となってくる。また、運動不足

によるさまざまな障害が報告されており、子どもは屋外に出るのを嫌い、結果的に体力不足を

招いている。中高年には成人病の誘発、運動習慣のない老人には、介護の必要1生が高まり、結

果として高額な医療費の調達といった結果を招いている。そこで、第二の入生を病院のベット

の上ではなく、スポーツクラブで過ごすことができるような健康で豊かな社会づくりを目指す

ことによって、その負担を軽減することが期待されている。また、運動不足による生活習慣病

が中高齢層のみならず、若年層にまで拡大している現状を考えた場合、健康増進や世代間の交

流を促す場としての、総合型地域スポーツクラブは最適であろう。

2．4　行政のスリム化

　次に、多くの市区町村のスポーツ振興は、年間の大会やイベントなどは行政が主導であった。

しかし行政側は、年間の行事を計画し運営することで多忙を極め、次々に新しいスポーツ事業

を打ち出す時間と余裕がとりにくいと言われ、それによって新規参入者の減少、運営のマンネ

リ化、若い青年層の参加の減少など、必ずしも参加者の開拓に結びついていないことが指摘さ

れている（水上2002）。また、国から都道府県、そして市町村へのトップダウンで政策が伝え

られた場合、住民レベルに届くまで時間差があり、時として内容が変わってしまっていること

も少なくない。いわゆるサービス行政とは、住民の声を反映させた施策の展開であり、総合型

地域スポーツクラブには、行政と住民を媒介する重要な役割を果たすことが期待されている。

2．5　一貫した指導体制

わが国の競技スポーツ選手は、ジュニア期は学校の運動部を中心にその他民間のスポーツク
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ラブなどで活躍し、その後、大学や企業などで活動しているのが一般的である。しかし、学校

運動部の場合、小・中・高と学校単位で輪切りにされていることによって、将来のエースを

「育てる」のではなく、現在のエースに「しあげる」ことが要求され、ともすれば、目先の勝

敗にこだわってしまう傾向が指摘されていることや、日本のトップスポーツを支えてきた実業

団の中には、厳しい経営状況から、相次いで休部または廃部に追い込まれるクラブも増えてい

る。ジュニア期からトップレベルまで、一貫した継続的な指導を実現するための仕組みづくり

が求められている。

　総合型地域スポーツクラブはこのような学校中心、行政主導、単発的な一日行事型のシステ

ムを見直すものであり、行政も地域に根ざした多種三型の公共性を伴ったスポーツクラブの育

成を通じて、地域における生涯スポーツを推進する基盤の整備を目的とした事業を開始してい

る。イベントのスリム化の他、主体的な地域住民の運営参加が図られることで、スポーツ振興

のあり方を見直すことになることにもなるだろう。

　これからの生涯スポーツ振興は、市町村の誰もが気軽にスポーツを楽しめ、子どもから高齢

者、障害者までもが加入できるクラブづくりを軸に進められなければならないとして、既存の

スポーツグループも、新たなスポーツ参加者を開拓することを中心にして意識改革をすること

が求められている。

　今後、多様化する国民のニーズに応える新たなスポーツクラブの展開を考えた場合、それは、

一人の一生涯という長い期間に対応し、更に次の世代に受け継ぐことができるような「地域に

根ざしたスポーツクラブ」の育成・定着を図ることである。もちろん、ハード的なことはもと

より、資格を有した優秀な指導者がそのクラブの中に多数揃っていることは言うまでもない。

いずれにせよ、平均寿命が伸び、世界有数の長寿国となったわが国では、高齢期をどのように

過ごすか、また、かってない少子社会の中で、子どもたちをどのように育てていくのかといっ

た問題は、今後のわが国が取り組むべき最も重要な課題であると言えるだろう。そうした点も

含め、これからの望ましいスポーツクラブの在り方について考えた場合、これまでのわが国の

スポーツに対する考え方や取り組み方を転換し、思い切った施策を展開することが求められて

いる。そして、そのきっかけとなるのが「総合型地域スポーツクラブ」とされている。

3　総合型地域スポーツクラブの特徴

3．1　ドイツの総合型地域スポーツクラブ

　ヨーロッパ諸国などでは、総合型地域スポーツクラブはスポーツ活動の場というだけではな

く地域住民の社交の場にもなっており、地域コミュニティの基盤となっている。ドイツがモデ

ルとしてあげられるが、黒須（1998）によると、ドイツではクラブの提供するサービスが実に

広範囲にわたっている。スポーツに関連した身体活動のほとんどは、クラブによって提供され

ていることはもちろんのこと、クラブがスポーツ以外にもフェスティバルや演奏会、旅行といっ
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た実に多種多彩な余暇活動を提供している。それゆえに総合型地域スポーツクラブは、地域に

おける社会的・文化的生活の基盤として、確固たる地位を築いているという。

　また、ドイツのクラブは、一般的に選手権大会に出場するような競技志向のチームを頂点と

しながら、一・般会員もその中に含まれる、いわゆるピラミッド型の構造になっている。わが国

でもJリーグがこのドイツのシステムをモデルに、プロチームから一般の人々までを含む地域

を基盤としたスポーツクラブづくりを目指している。

3．2　社会教育の場

　総合型地域スポーツクラブから学校の運動部活動への指導者の提供など、クラブと運動部が

連携・協力を行うことなどにより、子どもたちの多様なスポーツ環境を提供することが可能と

なる。さらに総合型地域スポーツクラブには、子どもから高齢者まであらゆる年齢層の人が参

加するので、子どもから大人といった異年齢間の交流が行われることとなる。特に、子どもを

このような異年齢集団で育てることは、前章でも述べたように、心の教育にも寄与するもので

あろう。

　このように、総合型地域スポーツクラブは、所属する学校や職場などに関係なく、クラブを

選択することができ、それぞれのライフステージの状況に合わせ、途中で種目を変更したり、

中断したのち再開したりと、様々なシーンに対応できる。また、青少年から成人までクラブ内

に世代間のつながりがあるため、上の年代の人がボランティアとしてコーチの役割を果たすこ

とができると同時に、若い世代の育成にもつながっている。

　また、スポーツ活動に限らず、親しい友人達が集まって誕生パーティを開いたり、各人の記

念日を皆で祝ったり、子ども会の集まりや父兄たちの勉強会を開いたりと、地域住民は、それ

ぞれの生活のどこかで、常にクラブとの自然なかかわりを持つことができる。このようにして、

総合型地域スポーツクラブに加入し、地域コミュニティに入ることにより、地域住民は地域へ

の誇りを感じることも予想される。これは、地域の活性化にも役立つものであろう。

　このように総合型地域スポーツクラブとは、単に「今の自分にとってのスポーツ」といった

視点・切り口だけではなく、子どもたちや高齢者といったあらゆる世代の視点に立ち、常に地

域社会の問題と関連づけて考えていくことができる、極めて社会的な存在といえるだろう。

4　ファイニーズ・フットボールクラブの概要

4．曝　クラブの概要

　ファイニーズフットボールクラブ同様、従来多くのスポーツ団体は任意団体として活動して

きたが、NPO法施行以降、　NPO法人格を取得する団体が増加している。現在、その数は全国

で約700団体である7｝。しかし、会費を徴：収できているクラブはわずか1／4であり、さらに国

による三年間の補助事業終r後にクラブが消滅している自治体もある（山［1ら2002）。法人格
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を取得している総合型地域スポーツクラブも多い。たしかにスポーツ振興基本計画で総合型地

域スポーツクラブ育成がスタートされ、各地で積極的なクラブ育成の動きが見られてきたが、

現状はあまり芳しくないようである8）。荒井（1987）が指摘するように、わが国の地域スポー

ツクラブは、単一種目で大会志向型、人数的には少人数のクラブである場合が多く、規約もな

く組織も不十分であることから、クラブというよりもチームとしての色彩が強かった。また、

チームとしてはまとまりがあるものの、その反面閉鎖的で、それぞれのクラブが別個に活動し

ていることから、地域とのつながりも薄い。さらに、その活動は上手な人中心になってしまう

ことが多く、リーダーや世話役がいなくなると、一気に活動は停滞し、つぶれてしまうことも

あるという。そのようなクラブが特に大きな方針転換もなく総合型を目指した場合、失敗する

ことは予想に難くない。

　ファイニーズフットボールクラブは単一種目型クラブとしては、相対的に成功を収めている

チームである。ファイニーズフットボールクラブは、1975年、滋賀県を本拠地とし、“湖北ファ

イニーズ”として設立した。ファイニーズ（Finies）とは、五つの高校（Five　High　School）

と活力（Energies）の合成語からなっている。長浜を中心とした湖北地方出身者が集まり、

創立当初は20数名の選手たちから始まった。リーグ加盟によって、リーグ戦優勝を目標に練習

に励む傍ら、地域の高校と合同練習を行うなどして、文部大臣表彰を受ける。以後着実に力を

つけ、湖北から全国を狙うまでになる。

　その後、サンスター（株）とスポンサー契約を結んだのを契機に、活動の中心を高槻市に移

す。スポンサーの支援を受けることによって、私益が優先されるようになるが、スポンサー撤

退の可能性が強まり、現場責任者のヘッドコーチが交替すると、地域貢献という初心に戻り、

“湖北ファイ画一ズ”にチーム名を戻し、やがて“ファイニーズフットボールクラブ”に再

び変更する。2001年5月に大阪府より特定非営利活動法人の認証を受けている。

　NPO法人ファイニーズフットボールクラブの設立には、1991年に選手として入団し、1997

年からヘッドコーチをつとめているM氏が大きな役割を果たしている。NPO法人化のきっか

けを作ったM氏は、関西の国立大学のアメリカンフットボール部出身であり、学生時代は3

年連続でオールジャパンに選出されている。現在はクラブの運営を生活の中心とし、他に家庭

教師、ケーブルテレビのアメリカンフットボール放送の解説、アメリカンフットボール誌の原

稿執筆、私立大学アメリカンフットボール部のコーチングを行っている。

　ヘッドコーチに就任した1997年、M氏は「企業に丸抱えしてもらうチー4はもはや存続で

きない。普及活動も中途半端になる」と地域密着型のクラブを考え始める。この構想では、ク

ラブは男子高校生・大学生のみならず、男女両方に開かれ、あらゆる年齢を対象としたもので

ある（タッチフットボール、フラッグフットボール、チアリーディング）。スポンサー契約が

残っている中で、主にグラウンド周辺の住民をターゲットとしたイベントの頻度を増やすなど

の試みを行った。

　クラブはアメリカのグリーンベイパッカーズをモデルとしている。アメリカ中北部の人口10
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万人ほどの小都市、グリーンベイにアメリカンフットボールの強豪・パッカーズがある。第！

回目のスーパーボウル、そして1997年の第31回スーパーボウルを制した名門チームは、小都市

の誇りとなっている。「市民全員に支えられ、チームも街と共に歩むという、クラブチーム・

ファイニーズの目指す理想の形」（M氏：クラブのHPより）である。「市民に開かれたグラ

ウンド、ゲーム、交流イベント。地域とともにフットボール、ひいてはスポーツの普及を目指

すファイニーズにとって、ホームタウンを持つことが！つの夢」（M氏：クラブのHPより）

であるという。

鉗 出　来　事

197

197

ユ977

1978

1980

1982

1983

1985

1986

1987

1988

湖北ファイニーズとしてチーム菅野

関西社会人リーグ加盟を検討

関西社会人リーグに加盟

西日本大会に参加開始

フットボールの地域社会での普及発展の貢献により、優良スポーツクラブ文部大臣表

彰を受ける

リーグ戦Bブロック（2部）で全勝優i勝を果たす。Aブロック（1部）昇格

フットボールの普及をチームのポリシーとして、Aリーグ（1部）にて活動開始

4戦1敗でリーグ同率優勝するも、プレーオフで敗れる

5戦5勝で初のり一グ優勝、神戸ボウル（当時の全日本社会人選手権）に出場

7月12日、リーグ加盟10周年記念行事を行う

8月、サンスター株式会社とスポンサー契約を結びサンスターファイニーズと名称変更

西日本カンファレンス2位

1990iブラックイーグルスを16－14で破り、神戸ボウルを制す

199！

1992

1993

1995

1996

1997

1998

イワタニを／7－12で下し、第37回西日本社会人選手権初優勝、松下電工を破りリーグ

全勝優勝、西日本代表として日本社会人選手権に出場

リーグ2位、第38回西日本選手権優勝で二連覇を達成

リーグ全勝優勝、目本社会人選手権大会出場、アサヒビールに0－13で敗れる。

松下電工を20－11で破り、第41回西日本社会人選手権優勝

前年に引き続き松下電工を下して、第42回西日本社会人選手権優勝

新発足のXリーグでは西地区3位

Xリーグで地区2位、ファイナル6に出場、オンワードに7－21で敗れる

アサヒ飲料を13－8で破り～第44回西日本社会人選手権優勝

1ggg　lサンスタ二三会社とのスポンサー契約が終了湖北フ・イニーズ1・名称を財

200例ファイニーズフットボールクラブに名称変更

200！15月18日、NPO法人化
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4．2　2001年度の活動実績

　NPO法人化された2001年度の活動実績は以下の通りである。内容は、フットボール関係者

を対象としたものとしてクリニック、フットボール普及を目的として試合への招待やスポーツ

バー等のイベント、フットボール競技人口の増加を目的として小学校教員を対象としてフラッ

グフットボールの講習会を行っている。

◆西宮地区における活動実績

○ファイニーズフットボールクリニック

　日　時　2001年7月28日（土）

　場　所　西宮市浜甲子園運動公園

　対　象　高校生約100名（市立西宮高校、滝川高校、六甲高校、関西大学第一高校、クラブ

　　　　　チーム「ベンガルズ」）

　内容高校生にアメリカンフットボールの講習をし、正しい知識・技術の普及を行った。

○リーグ戦

　（1）　日　時　2001年9月23日（日）

　　　試合名　Xリーグウエストディビジョン　対アサヒ飲料

　　　場所西宮スタジアム

　　　観　客　3000人（Xリーグ公式発表）

　（2）　日　時　2001年10月21日（日）

　　　試合名　Xリーグウエストディビジョン　対アズワン

　　　場所西宮球技場

　　　観　客　2000人（Xリーグ公式発表）

　（3）　日　時　2001年11月4日（日）

　　　試合名　Xリーグウエストディビジョン　対イワタニ

　　　場所西宮スタジアム

　　　観　客　2000人（Xリーグ公式発表）

○イベント　「finies☆the　attic」

　日　時　2001年9月23日（日）、11月4日

　場所アクタ西宮東館2F「ラルースカフェ」

　対　象　一般公募。参加者122名（9／23）、75名（11／4）

　内容試合後、ラルースカフェを利用して、当日限りのスポーツバーを開設。一般市民に

　　　　　欧米型のスポーツの楽しみ方を提供した。欧米ではあたりまえのように行われてい

　　　　　る光景である。また、モニターを利用してファイニーズの試合内容を解説し、アメ

　　　　　リカンフットボールの普及活動も行った。
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○スポーツ指導者向けのトレーニング＆怪我の防止法講習会

　日　時　2001年10月14日（日）

　場　所　北西川体育館

　対　象　一・般公募のスポーツ指導者。参加者17名

　内　容　（1）スポーツを行う際のトレーニング法一ウォーミングアップ・クールダウン法

　　　　　　・怪我を防ぎ、翌日に疲労を残さないための練習前後のトレーニング方法

　　　　　②　怪我の防止方法、怪我をした場合の対処方法（沼倉氏）

　　　　　　・スポーツによる怪我の特徴・痛みや疲労度のチェック方法・スポーツ障害の予

　　　　　　防・怪我に対する具体策

○フラッグフットボール講習会

　（第1回目）

　日　時　200！年n月7日（水）

　場所西宮市立甲陽園小学校

　対　象　甲陽園小学校教員26名

　内　容　平成14年度から中学校の教科書にも掲載される学習プログラム「フラッグフットボー

　　　　　ル」の講習を行った。フラッグフットボールが教材価値として認められた部分は

　　　　　①　全ての児童生徒に得点する喜びを味合わせることができる点

　　　　　②球技の「戦術学習」に非常に適している点

　　　　　③「作戦づくり」という具体例を通じて、対人関係能力を養い、高め「チームワー

　　　　　　ク」の大切さを学ぶ点

　　　　　などである。つまり、個人の運動能力だけで結果が左右されるのではなく、作戦や

　　　　　チームワークなどがゲームをうまく進めるうえで重要な点であることを中心に指導。

　（第21亘1目）

　日　時　2001年11月28日（水）

　場　所　西宮市立神原小学校

　対　象　西宮市立小学校夙川地区5校教員約60名（苦楽園小、夙川小、北夙川小、甲陽園小、

　　　　　神原小）

　内　容　同上

命神戸地区における活動実績

〇三宮南地区イベント“わくわくサマーフェスタ”

　日　時　200！年8月25日（日）

　場　所　神戸市中央区磯上公園

　内容（Dフィールドゴールコンテスト

　　　　　（2）クォーターバックチャレンジ
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　　　　　（3）ヘルメットとショルダーバット体験着用＆記念撮影

　（広報活動）

　　　　　（1）秋季リーグ戦案内チラシ配布

　　　　　（2）エンジェル募集チラシ配布

○神戸復興記念事業2001閉幕イベント

　日時2001年9月30日（日）

　場所神戸市中央区東遊園地

　内容閉幕イベントのステージ上に「こうべスポーツ応援団」の一員として参加。

5　参与観察・ヒヤリング調査から

5．1　地域密着

　活動の本拠地は、スポンサーとの関係で長浜→高槻→大阪府と転々としている。設立当初は

長浜出身者が長浜でのフットボール普及ということをポリシーとしていた。そしてスポンサー

ドがつくと、支援を受けた企業の広告塔としての役割も担わなければならず、またメンバーも

全国から集められるようになったため、地域貢献という当初の目的が薄れるようになった。ス

ポンサー契約が終了すると初心に戻り地域貢献、地域密着に力を尽くすが、現状ではそれがう

まく進んでいない。

　認証は大阪であるが、活動実績は西宮市となっている。これは、「現状では大阪を含め大都

市にはアミューズメント、エンターテイメントが多すぎ」てスポーツを持って地域を振興する、

ということがどこまで可能かわからないということ、プロ野球、Jリーグチームがあるあるた

めに、フットボールのニーズがないからだと言う。念頭におく「地域」も、「狭すぎることに

も広すぎることにもそれぞれ問題があり、現在ではできる範囲で活動を行いながら、その範囲

をゆっくりと広げていきたいと考えている」。また、M氏はヨーロッパ型のスポーツクラブの

わが国での実現について次のような疑問を抱えている。「スポーツのニーズはたしかに人口の

集中する都市部に多いだろうが、そこではアクセスや土地の問題がある。では地方で例えば中

高年がスポーツをしたがっているかというと、どうだろうか。理念としては素晴らしいが、ヨー

ロッパ型のクラブのニーズは果たしてあるのだろうか」というものである。

　また、M氏は「クラブハウス、グラウンドといった、固定的な活動拠点がない」というこ

とを懸念している。スポンサーの支援を受け高槻市にグラウンドを所有していた頃は、地域貢

献、地域密着という理念が薄れていたとはいえ、見学者もいれば、グラウンドを利用してのク

リニックやフリーマーケット等のイベントを開催することで地域住民と交流することができた。

しかし、現在は練習場所の確保もままならず、大阪府の広い範囲を転々としている。
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5．2　コミュニケーション

　スポーツは、独りで行うウェイトトレーニングのような自己鍛錬を除いて、必然的に競技す

る他者との交流が生まれる優れたコミュニケーションツールということができる。スポーツク

ラブの魅力の1つとして、コミュニケーションの豊かな場があることが挙げられる。この点で、

クラブは決定的に出遅れている。というのも、スポーツ現場（チーム）以外でのメンバーの交

流の場（クラブ）がないのである。クラブハウスを所有するクラブは少なく、現状では学校の

教室の空き教室を利用するか、公共施設の中の空きスペースを利用しているクラブがほとんど

である。クラブハウスもなく、活動場所も流動的なファイニーズフットボールクラブは、公式

ホームページで何とか交流の場をつくろうと模索しているが、現状では交流の場としての役割

は果たせているとはいえない。

5．3　他のスポーツクラブとの連携

　野球・サッカー・バスケットボールのクラブにはほとんどなく、ファイニーズフットボール

クラブが抱えている問題は、「フットボールの認知度の低さ」である。総合型地域スポーツク

ラブが目指すのは、種目をの枠を越えたスポーツクラブであるが、アメリカンフットボールは

相対的に需要が低い。そのため、「ファイニーズが中心となって作る、と言うことは不可能と

考えており、他の団体、自治体、企業との共同作業になると思う」とのことである。現在は

「神戸アスリートタウンクラブ」のイベントへの参加が主である。

5。4　経済状況

　年齢・性別を問わずスポーツを楽しむのが総合型の特徴の…つであり、女性、中高年、小学

生にも可能なフラッグフットボールや、チアリーディングのクリニックを開催している。ジュ

ニアチーム等も作りたいという希望を持っているが、「專従者を抱えることができるほどまで

に経済基盤が出来上がらないと厳しい」のが現状である。そして従来のように片手間でクラブ

運営をするのではなく、専従職員をもてるような財政的な体力も作らなければならないだろう。

ファイニーズの専従職員は0人、中心メンバーのM氏は「自分一人生活するので精一一杯」であ

るという。

5．5　NPOのメリット・デメリット

　M氏はNPO法人格を．取得することによって生じたメリット、デメリットを次のように語っ

ている。まずメリットとしては、「社会的に責任能力があるということで、信用が高まった。

特に自治体と話をする．ヒで大きなメリットになっている。TOTO助成金が内定したのも、　NPO

法人であることが大きなアドバンテージとなった」ことが挙げられる。　一方、デメリットとし

ては、「特に大きなものは感じないが、府への報告作業量の増加、法人税、府民税、市民税など

の発生では多少苦労している」ぐらいであり、むしろメリットの方がはるかに多いようである。
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6　おわりに

　スポーツにはそれを通じて地域住民の交流を深めたり、連帯感を醸成したりする意義がある

とされる。そのため、スポーツはコミュニティ形成、再生の手段として利用されている。これ

までの研究でも、コミュニティスポーツの社会的機能が検討され、コミュニティスポーツがコ

ミュニティ形成の一翼を担う可能性が示唆されている。

　総合型地域スポーツクラブに期待される社会的機能は数多く指摘されているが、まず第一に

総合型地域スポーツクラブは個人が活動する場としてのクラブであるために、参加者は自分に

どのようなメリットがあるのかに関心が集中する。総合型地域スポーツクラブには地域活性化、

ネットワーク形成への期待も高いが、クラブの地域への貢献はスポーツ参加者がより高い利益

を得ることによって二次的に発生する効果が期待される9）。したがって、その理念を参加者に

押しつけるのではなく、そのようなクラブの必要性を本当に感じているのか。そしてそうであ

るならば、参加者のニーズ、地域の実情に応じたクラブづくり、そしてさらに新規参加者を開

拓できるような魅力的なクラブづくりが必要であろう。

　今日のわが国では、人びとがこれまで以上の自由時間を持つことができるようになり、余暇

の過ごし方に力点がおかれるようになった。また、高齢化とともに、健康への関心が高まり、

「生涯スポーツ」という言葉がさまざまな領域で聞かれるようになった。しかし、日本人のス

ポーツの楽しみ方はまだまだゆとりあるものとはいえない。それは近代以降、日本人が培って

きたスポーツ観と関係している。日本人が持っているスポーツ観は、相手に勝つことや記録を

更新することへのこだわりが強い。そのため、M氏も述べていたように「楽しむ」というス

ポーツの根底にある精神が忘れられている。さらに、スポーツとは、お金をかけないで行うと

いったイメージが根強く、会費を支払ってまで行うことに抵抗を感じる人も少なくないのでは

ないか。

　また、これからのスポーツクラブは、運動能力に優れた人々だけではなく、運動が苦手な人々

との関わりを抜きにして、未来を展望することはできない。例えば子ども自身も運動神経がな

いと自認し、体育の時間は仕方がないからやっているだけであれば、スポーツクラブに入ろう

という考えには至らないだろう。この場合も、運動神経がないことよりもむしろ、スポーツに

対する日本人一般のイメージ、つまり、スポーツクラブとは運動が得意な人のためにあるといっ

た世間一般の考え方に少なからず影響されているのではないだろうか。運動が得意だからスポー

ツクラブへ入るのではなく、運動の得手不得手にかかわらず、「スポーツが好きだから入れる

クラブ」へと方向転換を図り、スポーツを生活習慣の中に定着させる努力が必要であろう。

　いずれにしろ会員のニーズを的確にとらえ、質の高いサービスを提供するためにも、クラブ

員からの会費収入は、財政的な自立には必要不可欠である。公共運営施設のクラブ委託を進め

ているとはいえ、専従職員を雇用する財政的な体力がないと、コミュニケーションの場である

クラブハウスの運営もままならない。施設の確保は参加者のスポーツ活動の継続性に影響する
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と同時に、クラブの永続性のためには必要である。こうした住民主体のスポーツクラブを支援

し、低料金システム、公共性を維持するなどのバックアップ体制を行政が担えるかが課題とな

るだろう。

　また、昨今の「総合型地域スポーツクラブ」政策は、伝統的な地域組織基盤の衰退に代替す

る新たな地域統合組織として期待されている（内海2002）。しかし、そこでは一方的な協力依

頼で地域貢献させられていく組織にしかなりえず、クラブ運営やスポーツ参加の条件整備をク

ラブ員の自治活動にゆだね上からの政策は依然として補助金配分のみで、町づくりや地域活性

化への貢献が難しい組織（例えば単一種目組織）の補助金切り捨てという矛盾が起こっている

という（水上2002、森川1980、中山2000）。

　現実にはゼロから総合型地域スポーツクラブを育成するのはまだ困難であるように思われる。

したがって、状況に応じて多世代単一種凸型クラブも取り入れつつ、それと市町村体育協会や

種目別競技団体、スポーツ少年団や学校運動部、実業団や既存の地域スポーツクラブ、そして

スポーツ以外の住民団体との連携を図り、最終的には総合型スポーツクラブを実現するための

柔軟な計画が必要であろう。

注

1）現在35％で、過去20年間変化がない。

2）しかしこの計画に準拠して計画を策定するというよりも、地域の実情に応じて独自の振興

　　計画を定めている地域も少なくない。

3）大阪市ゆとりとみどり振興局HPより　（http：／／www．city．osaka．jp／yutoritomidori／

　　index．htm1）Q

4）日本体育協会HPより（http：／／www．japan－sports．orjp／）。

5）しかしこれをきっかけに、ニュースポーツが流行を見せたのも事実である。ルールのとら

　　え方として、競技スポーツの場合は「ルールに人を合せる」のに対して、ニュースポーツ

　　の場合は、「人にルールを合せる」という発想がとられている。

6）する子どものバーンアウト現象、しない子どもの肥満現象という問題が指摘されている。

7）11月1日現在。特定非営利活動法人クラブネッッHPより（http：／／www．clubnetz．or．lp／）

8）松永（2001）によって、補助事業終了後クラブが消滅している自治体があることが報告さ

　　れている。

9）とはいえ、クラブの連帯意識と地域社会の連帯意識が必ず直結するというわけではない。

　　わが国のクラブ会員の活動の効果や満足度などを明らかにし、ドイツの例と比較しなが

　　らこの問題について検討していきたい。
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